
「
不
動
法
」
ご
真
言
和
訳
ノ
ー
ト 

  

「
不
動
法
」
は
、
不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
諸
尊
（
念
誦
）
法
の
一
つ
な
が
ら
、「
不
動
護
摩
法
」
に
も

通
じ
、「
十
八
道
」
立
て
の
基
本
的
な
念
誦
法
と
し
て
本
宗
大
徳
の
間
で
よ
く
修
せ
ら
れ
て
い
て
、
已
達
の

真
言
行
者
に
と
っ
て
身
ぢ
か
な
観
法
で
あ
り
、
自
坊
の
ご
本
尊
の
念
誦
法
に
不
案
内
の
場
合
、
―
本
来
は
、

釈
迦
如
来
や
薬
師
如
来
や
阿
弥
陀
如
来
や
観
音
菩
薩
や
地
蔵
菩
薩
な
ど
が
ご
本
尊
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

本
尊
念
誦
法
を
自
ら
案
じ
て
「
次
第
」
を
作
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
―
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
場
合
に
は

こ
の
「
不
動
法
」
で
代
替
す
る
こ
と
も
可
と
な
っ
て
い
る
。 

  

こ
こ
に
使
用
し
た
「
次
第
」
は
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
布
施
浄
戒
阿
闍
梨
監
修
の
も
と
、

大
津
頼
宥
僧
正
の
浄
書
に
よ
り
、
上
野
頼
榮
事
務
長
（
宗
務
総
長
）
を
発
行
者
と
し
て
、
総
本
山
智
積
院

よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
師
父
長
澤
實
導
が
刊
行
委
員
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、

委
員
と
し
て
本
「
次
第
」
を
総
本
山
よ
り
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
真
言
の
和
訳
が
主
旨
で
あ
り
「
次
第
」
の
内
容
に
立
ち
入
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
観
（
想
）
文
（「
観
ぜ
よ
～
」「
想
え
～
」
で
は
じ
ま
る
文
）
を
は
じ
め
所
作
や
真
言
に
関
す
る
記
述

及
び
宝
号
（「
南
無
」
で
は
じ
ま
る
礼
仏
な
ど
）
な
ら
び
に
経
文
（「
懺
悔
随
喜
～
」
）
な
ど
は
省
略
し
た
。



ま
た
、
作
法
を
「
如
常
」
と
し
た
り
、
作
法
説
明
中
に
出
て
く
る
ご
真
言
を
書
き
出
す
な
ど
多
少
変
更
を

加
え
た 

ま
た
、
「
禮
佛
」
中
に
（
前
後
二
回
）
出
て
く
る
五
大
明
王
（
不
動
・
降
三
世
・
軍
荼
利
・
大
威
徳
・

金
剛
夜
叉
）
へ
の
帰
依
の
真
言
は
、「
次
第
」
に
表
記
さ
れ
て
い
る
悉
曇
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（
ロ
ー
マ

ナ
イ
ズ
）
に
変
換
が
な
さ
れ
た
参
考
文
献
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
不
肖
私
が
還
梵
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
し
誤
り
が
あ
っ
た
ら
ご
叱
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。 

            



不 

動 

法 

 
自
房
中
至
仏
前 

作
法
如
常 

 

先 

壇
前
普
禮 

 
香
呂
・
珠
・
杵
を
取
り
三
礼 

お
ん 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
た
・
は
ん
な
・ま
ん
な
の
う 

き
ゃ
ろ
み 

O
/

 sarv
a-ta

th
qg

ata
-p

qd
a-v

an
d
an

a/
 k

aro
m

i  

オ
ー
ン
、
私
は
一
切
如
来
の
御
足
に
（
頭
を
つ
け
て
）頂
礼
し
ま
す
。 

 

次 

着
座 

 

半
跏
座 

 

次 

辨
供 

 

作
法
如
常 

作
法
中
慈
救
咒 

 

次 

開
次
第 

 

本
尊
の
白
毫
を
観
じ
摺
念
珠 

置
念
珠
（
三
匝
に
し
て
脇
机
の
上
） 

薫
香 

 

次 

着
座
普
禮
（前
に
あ
り
） 

金
剛
合
掌 

三
返 

お
ん 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
た
・
は
ん
な
・ま
ん
な
の
う 

き
ゃ
ろ
み 



次 

塗
香 

 

作
法
如
常 

五
分
法
身
を
磨
瑩
す
と
想
え
、
～ 

 

次 

三
密
観 

 

蓮
華
合
掌 

三
返 

う
ん 
う
ん 

う
ん 

H
[
/

 h
[

/
 h

[
/

 

フ
ー
ン
、
フ
ー
ン
、
フ
ー
ン
。 

 

次 

淨
三
業 

 

前
印 

五
返 
五
処
加
持 

お
ん 

そ
は
・は
ん
ば
・し
ゅ
だ 

さ
ら
ば
・た
ら
ま 

そ
は
・は
ん
ば
・し
ゅ
ど 

か
ん 

O
/

 sv
ab

h
qv

a-1u
d

d
h
q4

 sa
rv

a-d
h

arm
q
4
 sv

ab
h

qv
a
-1u

d
d

h
o
 'h

a/
 

オ
ー
ン
、
一
切
の
（
諸
）
法
（
観
想
の
対
象
の
実
体
と
み
な
さ
れ
る
属
性
（
か
た
ち
や
性
質
）
）
は
本
来
（
自
性
）

清
浄
な
も
の
で
あ
り
、
私
も
本
来
清
浄
で
す
。 

 

次 

佛
部
三
昧
耶 

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

た
た
ぎ
ゃ
と
・
ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

O
/

 ta
th

qg
ata

-u
d
b
h
av

qy
a sv

qh
q  

オ
ー
ン
、
如
来
（＝
仏
）（
部
の
諸
仏
）
の
出
生
に 

成
就
あ
れ
。 



次 

蓮
華
部
三
昧
耶 

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

は
ん
ど
ぼ
・ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

O
/

 p
ad

m
a-u

d
b

h
av

qy
a sv

qh
q  

オ
ー
ン
、
蓮
華
（
部
の
諸
仏
）の
出
生
に 

成
就
あ
れ
。 

 

次 

金
剛
部
三
昧
耶 

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

ば
ぞ
ろ
・ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

O
/

 v
ajra

-u
d

b
h
av

qy
a sv

qh
q  

オ
ー
ン
、
金
剛
（
部
の
諸
仏
）の
出
生
に 

成
就
あ
れ
。 

 

次 

被
甲
護
身 

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

ば
ざ
ら
・ぎ
に
・は
ら
ち
は
た
や 

そ
わ
か 

O
/

 v
ajra

-ag
n

i-p
rad

]p
tqy

a sv
qh

q
 

オ
ー
ン
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）（
諸
魔
を
焼
き
尽
く
す
）
火
の
燃
え
る
輝
き
に 

成
就
あ
れ
。 

 

次 

加
持
香
水 

 

作
法
如
常 

二
十
一
返 

お
ん 

あ
み
り
て
い 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 am
3te h

[
/

 p
h

aw 



オ
ー
ン
、
甘
露
（
軍
荼
利
（
明
王
））よ
、 

フ
ー
ン 

ハ
ッ
ト
。 

 

ラ
ン
・バ
ン
加
持 

観
ぜ
よ
水
の
底
に
ラ
ン
字
有
り
～ 

観
ぜ
よ
水
の
底
に
バ
ン
字
有
り
～ 

 

洒
水 

想
え
毘
盧
遮
那
バ
ン
字
大
悲
の
水
を
以
て
～ 

 

次 

加
持
供
物 

 

小
三
鈷
印
（
三
鈷
杵
） 

三
転 

三
返 

お
ん 

き
り 

き
り 

ば
ざ
ら 
う
ん 

は
っ
た 

O
/

 k
]li k

]li v
ajra h

[
/

 p
h
aw 

オ
ー
ン
、
橛
よ 

橛
よ 

金
剛
（
杵
）よ
、 
フ
ー
ン 

ハ
ッ
ト
。 

 

珠
を
脇
机
に
置
く
（作
法
如
常
） 

 

次 

覧
字
観 

 

金
剛
合
掌 

三
返 

ら
ん 

ら
ん 

ら
ん 



R
a/

 ra
/

 ra/
 

ラ
ン
、
ラ
ン
、
ラ
ン
。 

 

次 

淨
地 

 

前
印 

三
返 

お
ん 
あ
ら
じ
ゅ 

は
ぎ
ゃ
た
く 

さ
ら
ば
・
た
ら
ま
く 

O
/

 rajo
 'p

ag
atq

4
 sa

rv
a
-d

h
a
rm

q4
 

オ
ー
ン
、
塵
垢
を
遠
離
し
た
一
切
の
（
諸
）
法
よ
。 

 

次 

觀
佛 

 

前
印 

三
返 

け
ん 

ば
ざ
ら
・だ
と 

K
h
a/

 v
ajra-d

h
qto

 

カ
ム
（虚
空
よ
）、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）世
界
（
の
諸
仏
）
よ
。 

 

次 

金
剛
起 
 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

ば
ぞ
ろ 

ち
し
ゅ
た 

う
ん 

O
/

 v
ajra  

ti2wh
a h

[
/

 

オ
ー
ン
、
金
剛
（
杵
）よ
、
起
ち
た
ま
え
。
フ
ー
ン
。 

 



次 

普
禮
（
前
に
あ
り
）  

金
剛
合
掌 

一
返 

 

お
ん 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
た
・
は
ん
な
・ま
ん
な
の
う 

き
ゃ
ろ
み 

 

次 

表
白 

 

開
白
の
時
の
み
唱
え
る 

珠
・
呂
を
取
る 

金
二
丁 

敬
（う
や
ま
っ
）
て
本
覚
法
身
大
日
如
来
～ 

 

次 

神
分 

 

開
白
の
次
の
座
か
ら
表
白
を
省
き
こ
こ
に
飛
ぶ 

作
法
前
に
同
じ 

令
法
久
住
利
益
人
天
護
持
弟
子
悉
地
円
満
の
為
に 

摩
訶
毘
盧
遮
那
宝
号 
一
丁 

観
自
在
菩
薩 

一
丁 

金
剛
手
菩
薩 

一
丁 

外
金
剛
部
金
剛
天
等
を
始
め
奉
っ
て
～ 

 

仰
ぎ
う
け
た
ま
わ
り
乞
う
～ 

 

次 

五
悔 

 

珠
を
左
腕
に
掛
け 

金
剛
合
掌 

一
切
恭
敬
～ 

 



次 

淨
三
業
（
前
に
あ
り
） 

金
剛
合
掌 

三
返 

お
ん 

そ
は
・は
ん
ば
・し
ゅ
だ 

さ
ら
ば
・た
ら
ま 

そ
は
・は
ん
ば
・し
ゅ
ど 

か
ん 

 

次 

普
禮
（
前
に
あ
り
） 

金
剛
合
掌 

一
返 

お
ん 
さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
た
・
は
ん
な
・ま
ん
な
の
う 

き
ゃ
ろ
み 

 

歸
命
十
方
一
切
佛
～ 

 

次 

發
菩
提
心
真
言 

 

金
剛
合
掌 

一
返 

お
ん 

ぼ
う
じ
・し
っ
た 

ぼ
だ
は
だ
や
み 

O
/

 b
o
d

h
i-citta

m
 u

tp
qd

ay
qm

i 

オ
ー
ン
、
私
は
菩
提
心
を
発
起
せ
し
め
て
い
ま
す
。 

 

次 

三
昧
耶
戒 

 

金
剛
合
掌 

一
返 

お
ん 

さ
ん
ま
や
さ 

と
ば
ん 

O
/

 sam
ay

a
s tv

a/
 

オ
ー
ン
、
（
発
心
し
た
）あ
な
た
は
（仏
と
）等
同
（
平
等
、
不
二
一
体
）
で
す
。 

 



※
三
昧
耶
戒
真
言
：
ほ
か
に
次
の
二
例
が
あ
る
。 

①
お
ん 

さ
ん
ま
や 

さ
と
ば
ん 

O
/

 sam
ay

a satv
a/

 
オ
ー
ン
、
（
仏
と
）
等
同
（平
等
、
不
二
一
体
）の
薩
埵
（金
剛
薩
埵
）に
帰
依
し
ま
す
。 

 

②
お
ん 
さ
ん
ま
や 

さ
と
ば
ん 

O
/

 sam
ay

a stv
a/

 

オ
ー
ン
、
（
生
仏
の
）
等
同
（平
等
、
不
二
一
体
）よ
、
金
剛
薩
埵
（ス
ト
ヴ
ァ
ム
）よ
。 

オ
ー
ン
、
誓
戒
（
三
昧
耶
戒
）よ
、
ス
ト
ヴ
ァ
ン
。 

 

次 

發
願 

 

左
手
珠 

金
一
丁 
晴
の
時
は
勧
請
を
用
う 

珠
・
呂
・杵
を
取
り
金
は
打
た
ず 

至
心
發
願
～ 

 

次 

五
大
願 

衆
生
無
邊
誓
願
度
～ 

 

次 

普
供
養 

 

印
如
常 

お
ん 

あ
ぼ
き
ゃ
・ほ
じ
ゃ 

ま
に
・は
ん
ど
ま
・ば
じ
れ
い 
た
た
ぎ
ゃ
た
・び
ろ
き
て
い 

さ
ん
ま
ん
だ
・ 



は
ら
さ
ら 

う
ん 

O
/

 am
o

g
h
a
-p

[
ja m

az
i-p

ad
m

a-v
ajre ta

th
qg

ata
-v

ilo
k
ite  

sa
m

an
ta-p

rasara h
[
/

 

オ
ー
ン
、
利
益
あ
る
供
養
よ
、
宝
珠
と
蓮
華
と
金
剛
（
の
徳
）
を
も
つ
如
来
の
観
察
に
普
く
遍
満
す
る
も
の

よ
、
フ
ー
ン
。 

 

次 

三
力
偈 

 
印
如
常 

以
我
功
徳
力
～ 

 

左
腕
よ
り
珠
を
取
り 
金
一
丁 

珠
を
脇
机
に
置
く 

 

次 

大
金
剛
輪 

 

印
如
常 

三
返 

の
う
ま
く 

し
っ
ち
り
や
・ち
び
き
ゃ
な
ん 

た
た
ぎ
ゃ
た
な
ん 

あ
ん 

び
ら
じ 

び
ら
ぢ 

ま
か
・ 

し
ゃ
き
ゃ
ら 

ば
じ
り 

さ
た 

さ
た 
さ
ら
て
い 

さ
ら
て
い 

た
ら
い 

た
ら
い 

び
だ
・ま
に 

さ
ん
ば
ん
じ
ゃ
に 

た
ら
ま
ち
・
し
っ
た
・ぎ
り
や 

た
ら
ん 

そ
わ
か 

N
am

a4
 

tri-a
d
h
v

ik
qn

q/
 

tath
qg

atqn
qm

 
a/

 
v
iraji 

v
iraji 

m
ah

q
-ca

k
ra

 
v
ajri 

sa
ta 

sata 
sqra

te
 

sqra
te trqy

i tray
i v

id
h
am

an
i sam

b
h
a`

jan
i tram

ati-sid
d
h
a
-ag

y
a trq/

 sv
qh

q
 

三
世
の
諸
如
来
に
頂
礼
し
ま
す
。
塵
垢
を
遠
離
し
た
も
の
よ
、
塵
垢
を
遠
離
し
た
も
の
よ
、
大
輪
よ
、
金

剛
（
の
よ
う
に
堅
固
な
も
の
）
よ
、
等
し
い
も
の
よ
、
等
し
い
も
の
よ
、
堅
固
な
る
こ
と
よ
、
堅
固
な
る
こ
と



よ
、
救
済
す
る
も
の
よ
、
救
世
す
る
も
の
よ
、
除
去
す
る
も
の
よ
、
破
壊
す
る
も
の
よ
、
三
慧
成
就
の
最
善

な
る
も
の
よ
、
ト
ラ
ー
ン
、
成
就
あ
れ
。 

 

次 

金
剛
橛
（
地
結
）  

印
如
常 

三
返 

お
ん 
き
り 

き
り 

ば
ざ
ら
・
ば
じ
り 

ほ
ら 

ま
ん
だ 

ま
ん
だ 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 k
]li k

]li v
ajra-v

ajri b
h
[

r b
an

d
h
a b

an
d
h

a h
[

/
 p

h
aw 

オ
ー
ン
、
橛
よ
、
橛
よ
、
金
剛
（
の
よ
う
に
堅
固
）に
し
て
堅
固
な
大
地
よ
、
結
縛
し
た
ま
え
、
結
縛
し
た
ま

え
、
フ
ー
ン 

ハ
ッ
ト
。 

 

次 

金
剛
墻
（
四
方
結
）  

印
如
常 

三
返 

お
ん 

さ
ら 

さ
ら 

ば
ざ
ら
・
は
ら
き
ゃ
ら 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 sqra sq
ra v

ajra-p
rak

qra h
[
/

 p
h
aw 

オ
ー
ン
、
堅
牢
に
し
て
堅
牢
な
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）
垣
根
よ
、
フ
ー
ン 

ハ
ッ
ト
。 

 

次 

道
場
観 

 

如
来
拳
印 

七
処
加
持 

各
一
返 

壇
上
に
ア
ク
字
有
り
変
じ
て
五
峰
八
柱
の
宝
楼
閣
と
成
る
～ 

 

お
ん 

ぼ
く 

け
ん 



O
/

 b
h
[

4
 k

h
a/

 

オ
ー
ン
、
大
地
よ
、
カ
ム
（虚
空
よ
）。 

 
想
え
此
の
世
界
を
変
じ
て
清
浄
刹
土
と
成
す 

 

次 

大
虚
空
蔵 

 
印
如
常 

三
返 

お
ん 

ぎ
ゃ
ぎ
ゃ
の
う
・さ
ん
は
ん
ば
・ば
ざ
ら 

こ
く 

O
/

 g
ag

an
a
-sa

m
b
h

av
a
-v

a
jra

 h
o
4

 

オ
ー
ン
、
虚
空
か
ら
生
ず
る
金
剛
（の
よ
う
な
堅
固
さ
）よ
、
ホ
ー
ホ
。 

 

次 

小
金
剛
輪 

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

ば
ざ
ら
・し
ゃ
き
ゃ
ら 

う
ん 
じ
ゃ
く 

う
ん 

ば
ん 

こ
く 

O
/

 v
ajra

-cak
ra h

[
/

 ja4
 h

[
/

 b
a/

 h
o
4

 

オ
ー
ン
、
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
輪
（
法
輪
）
よ
、
フ
ー
ン
、
ジ
ャ
ハ
（
召
し
）
、
フ
ー
ン
（
引
し
）
、
バ
ン
（
縛

し
）、
ホ
ー
ホ
（
喜
せ
し
む
）
。 

 

次 

寶
車
輅
（
送
車
輅
）  

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

と
ろ 

と
ろ 

う
ん 



O
/

 
tu

ru
 tu

ru
 h

[
/

 

オ
ー
ン
、
（
諸
仏
の
浄
土
へ
）
渡
り
行
き
た
ま
え
、
渡
り
行
き
た
ま
え
、
フ
ー
ン
。 

 

次 

請
車
輅 

 

前
印 

中
指
で
招
く
こ
と
三
度 

三
返 

の
う
ま
く 

し
っ
ち
り
や
・ち
び
き
ゃ
な
ん 

た
た
ぎ
ゃ
た
な
ん 

お
ん 

ば
ざ
ろ
う
・ぎ
に
ょ
う
・ 

き
ゃ
ら
し
ゃ
や 

そ
わ
か 

N
am

a4
 tri-a

d
h
v

ik
qn

q/
 tath

qg
atqn

qm
 o

/
 v

a
jra

-a
g
n
i-qk

ar2q
y
a sv

qh
q
 

三
世
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
オ
ー
ン
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）
火
の
燃
え
輝
く
こ
と
に 

成
就
あ
れ
。 

 

次 

召
請 

 

印
如
常
（
あ
る
い
は
大
鈎
召
印
） 

三
返 

お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

え
い
け
い 
え
い
き 

そ
わ
か 

O
/

 qlo
lik

 eh
i eh

i sv
qh

q
 

オ
ー
ン
、
泥
土
か
ら
生
じ
た
も
の
（清
浄
蓮
華
）よ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
成
就
あ
れ
。 

 

次 

四
明 

 

印
如
常 

三
返 

じ
ゃ
く 

う
ん 

ば
ん 

こ
く 

Ja4
 h

[
/

 b
a/

 h
o

4
 

ジ
ャ
ハ
（召
し
）
、
フ
ー
ン
（
引
し
）
、
バ
ン
（縛
し
）、
ホ
ー
ホ
（
喜
せ
し
む
）。 



次 

拍
掌 

舞
儀
三
度 

作
法
如
常 

聖
衆
を
歓
喜
せ
し
む 

  
 

拍
掌
三
度 

作
法
如
常 

お
ん 

ば
ざ
ら
・た
ら
・と
し
ゃ 

こ
く 

O
/

 
v
ajra-tala-tu

2y
a h

o
4

 

オ
ー
ン
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）掌
の
悦
び
よ
、
ホ
ー
ホ
。 

 

次 

結
界 

 

降
三
世
印 

お
ん 

そ
ば 

に
そ
ば 

う
ん 
ぎ
ゃ
り
か
ん
だ 

ぎ
ゃ
り
か
ん
だ 

う
ん 

ぎ
ゃ
り
か
ん
だ
・は
や 

う
ん 

あ
の
う
や 

こ
く 

ば
ぎ
ゃ
ば
ん 
ば
ざ
ら 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 sau
m

b
h
a n

isu
m

b
h
a h

u
/

 g
3h

z
a g

3h
z
a h

u
/

 g
3h

z
qp

qy
a h

u
/

 qn
ay

a h
o
4
 b

h
ag

av
an

 v
ajra

 

h
u
/

 p
h
aw 

オ
ー
ン
、
シ
ュ
ン
バ
（
尊
）よ
、
ニ
シ
ュ
ン
バ
（
尊
）よ
、
フ
ン
、
捕
え
た
ま
え
、
捕
え
た
ま
え
、
フ
ン
、
捕
え
さ
せ
た

ま
え
、
フ
ン
、
引
き
連
れ
た
ま
え
、
ホ
ー
ホ
、
世
尊
よ
、
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
者
（
尊
）
よ
、
フ
ン
、
パ
ッ

ト
。 

 



次 

金
剛
網
（
虚
空
網
）  

印
如
常 

三
返 

お
ん 

び
そ
ほ
ら
た 

ら
き
し
ゃ 

ば
ざ
ら
・は
ん
じ
ゃ
ら 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 v
isp

h
u
rqd

 ra
k
2a v

ajra-p
a`

ja
ra h

[
/

 p
h

aw 
オ
ー
ン
、
拡
げ
張
る
こ
と
に
よ
り
守
護
し
た
ま
え
。
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）網
よ
、
フ
ー
ン 

ハ
ッ
ト
。 

 

次 

金
剛
炎
（
火
院
）  

印
如
常 

三
返 

お
ん 

あ
さ
ん
ま
・ぎ
に 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 
a
sam

a-a
g
n
i h

[
/

 p
h
aw 

オ
ー
ン
、
無
比
な
る
火
よ
、
フ
ー
ン 

ハ
ッ
ト
。 

 

次 

大
三
昧
耶 

 

印
如
常 

三
返 

お
ん 

し
ょ
う
ぎ
ゃ
れ
い 

ま
か
・さ
ん
ま
え
ん 

そ
わ
か 

O
/

 13x
k
h

ale m
ah

q
-sam

ay
a
/

 sv
qh

q
 

オ
ー
ン
、
（
三
鈷
を
連
結
し
た
）
鏁
よ 

絶
大
な
る
一
致
（
結
縛
）
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

次 

閼
伽 

左
手
閼
伽
印
に
器
を
置
き 

右
手
三
鈷
印
に
て
ラ
ン
字
三
度
唱
え
つ
つ
閼
伽
器
加
持 

閼
伽
印 

 

作
法
如
常 



の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

ぎ
ゃ
ぎ
ゃ
の
う
・さ
ん
ま
・
さ
ん
ま 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sam

a
n
ta

-b
u
d
d

h
qn

q/
 g

ag
an

a-sam
a-a

sam
a sv

qh
q 

遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
虚
空
に
等
し
く
無
比
な
る
も
の
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 
以
本
清
浄
水
～ 

 

次 

蓮
花
座 

 

八
葉
印 

三
返 

お
ん 

き
ゃ
ま
ら 
そ
わ
か 

O
/

 k
am

ala sv
qh

q
 

オ
ー
ン
、
（
紅
）蓮
花
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

次 

振
鈴 

右
手
で
五
鈷
杵
・鈴
を
取
る 

 

お
ん 

ば
ざ
ら
・さ
と
ば 

あ
く 

 

一
返 

O
/

 v
ajra

-sa
ttv

a a4
 

オ
ー
ン
、
金
剛
薩
埵
よ
、
ア
ハ
。 

 



杵
を
左
手
に
移
し
左
腰
に
安
ん
じ 

右
手
の
杵
を
三
度
抽
擲 

右
手
の
杵
を
右
前
上
に
て
逆
順
に
三
転 

身
の
五
処
加
持
一
転 

虚
空
加
持
一
転 

慈
救
咒
各
返 

杵
を
右
乳
下
に
持
す 

振
鈴
作
法
・
明
如
常 

 
お
ん 

ば
ざ
ら
・げ
ん
だ
・と
し
ゃ 

こ
く 

O
/

 v
ajra

-g
h
az

wa
-tu

2y
a h

o
4
 

オ
ー
ン
、
金
剛
（
の
よ
う
に
堅
固
な
）鈴
の
悦
び
よ
、
ホ
ー
ホ
。 

 

鈴
を
右
手
に
移
し 
鈴
・
杵
を
金
剛
盤
の
本
処
に
返
し
置
く 

 

次 

五
供
養
印
明
（
前
供
養
、
理
供
）  

火
舎
の
右
の
供
具 

印
如
常 

各
一
返 

先 

塗
香 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 
び
し
ゅ
だ
・げ
ん
ど
・ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sam

a
n
ta

-b
u
d
d

h
qn

q/
 v

i1u
d
d

h
a-g

an
d
h
a
-u

d
b
h
av

qy
a sv

qh
q
 

遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
清
ら
か
な
薫
香
の
出
生
に 

成
就
あ
れ
。 

 

次 

華
鬘 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

ま
か
・
ま
い
た
り
や
・
び
ゅ
ど
ぎ
ゃ
て
い 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sam

a
n
n

ta-b
u
d

d
h
qn

q/
 m

ah
q
-m

aitry
a-ab

h
y
u
d

g
ate sv

qh
q
 



遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
大
慈
悲
の
顕
現
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 
次 
燒
香 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

た
ら
ま
・だ
と
・ば
ど
ぎ
ゃ
て
い 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sam

a
n
n

ta-b
u
d

d
h
qn

q/
 d

h
arm

a-d
h
qtu

-an
u

g
ate sv

qh
q
 

遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
法
界
に
随
入
す
る
も
の
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

次 

飲
食 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

あ
ら
ら
・
き
ゃ
ら
ら
・ば
り
ん 

だ
だ
び 

ば
り
ん 

だ
て
い 

ま
か
・ 

ば
り
く 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sam

a
n
n

ta-b
u
d

d
h
qn

q/
 arara-k

ara
ra-b

ali/
 d

ad
q
m

i b
ali/

 d
ad

e m
ah

q
-b

ali sv
qh

q  

遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
覆
い
を
し
た
施
食
を
私
は
施
与
し
ま
す
。
私
は
施
食
を
施
与
し
ま
す
。
大
い

な
る
施
食
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

次 

燈
明 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・
ぼ
だ
な
ん 

た
た
ぎ
ゃ
た
・
あ
ら
し
・
そ
は
ら
だ
・
ば
ん
ば
さ
の
う 

ぎ
ゃ
ぎ
ゃ
の
う
・

だ
り
や 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sam

a
n
n

ta-b
u
d

d
h
qn

q/
 tath

qg
ata

-arc
i-sp

h
u
raz

a-v
ab

h
qsan

a g
ag

an
a
-u

d
qry

a sv
qh

q  



遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
如
来
の
光
焔
の
き
ら
め
き
の
照
明
よ
、
虚
空
の
（
よ
う
に
）
広
大
な
も
の
よ
、 

成
就
あ
れ
。 

 

次 

事
供
（前
供
養
）  

火
舎
の
右
の
供
具 

作
法
如
常 

先 
塗
香 

次 

時
華
四
房
の
華
の
う
ち
向
う
側
中
央
の
一
房
を
閼
伽
器
の
向
う
に
、
左
の
一
房
を
塗
香
器
の
向
う
に
、

右
の
一
房
を
華
鬘
器
の
向
う
に
、
置
く 

次 

燒
香 

次 

飲
食 

次 

燈
明 

 

次 

四
智
讃 

 

金
剛
合
掌 

垂
帯 

舞
儀
三
度 

拍
掌
三
度 

作
法
如
常 

一
返 

お
ん 

ば
ざ
ら
・さ
と
ば 

そ
う
ぎ
ゃ
ら
か 

 

ば
ざ
ら
・あ
ら
た
ん
の
う 

ま
ど
た
ら
ん 

ば
ざ
ら
・た
ら
ま
・き
ゃ
や
た
い 

ば
ざ
ら
・き
ゃ
ら
ま
・き
ゃ
ろ 

は
ん
ば 

O
/

 v
ajra

-sa
ttv

a-sa/
g

rah
q
d
 
 

v
ajra-ratn

am
 a

n
u

tta
ra/

 

v
ajra-d

h
arm

a-g
qy

an
a
i4

 
 

v
ajra

-k
arm

a
-k

aro
 

b
h

av
a
 

オ
ー
ン
、 

金
剛
薩
埵
（
に
象
徴
さ
れ
る
堅
固
な
菩
提
心
＝
円
明
無
垢
な
金
剛
智
）を
（
本
有
し
）
保
持
す
る
か
ら
（
大



円
鏡
智
、
阿
閦
如
来
の
仏
徳
）
、 

金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
、
無
差
別
平
等
な
サ
ト
リ
の
智
慧
で
あ
る
）
宝
（
如
意
宝
珠
）
は
こ
の
上
な
き
も
の

で
あ
る
（
平
等
性
智
、
宝
生
如
来
の
仏
徳
）。 

（
慈
悲
を
以
て
衆
生
を
よ
く
観
察
し
）
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
教
法
を
詠
ず
る
（
説
法
す
る
）
こ
と
に
よ

っ
て
（妙
観
察
智
、
阿
弥
陀
如
来
の
仏
徳
）、 

（
あ
な
た
は
）
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
行
い
（
利
他
行
）
を
実
践
す
る
者
と
な
れ
（
成
所
作
智
、
不
空
成

就
如
来
の
仏
徳
）
。 

 

次 

本
尊
讃 

 

金
剛
合
掌 
三
返 

の
う
ま
く 

さ
ら
ば
・ぼ
だ
・ぼ
う
じ
・さ
と
ば
な
ん 

さ
ら
ば
た
ら 

そ
う
ぐ
そ
う
び
だ
・び
じ
ゃ
・ら
し 

べ
い 

の
う
ぼ
う 

そ
と 

て
い 
そ
わ
か 

N
am

a4
 
sa

rv
a
-b

u
d
d

h
a-b

o
d

h
isatv

qn
qm

 
sarv

atra 
sa/

k
u
su

m
ita

-a
b
h
ij`

q
-rq

1i 
v
ai 

n
am

o
 
'stu

 
te

 

sv
qh

q
 

一
切
の
仏
・
菩
薩
に
頂
礼
し
ま
す
。
一
切
処
に
お
い
て
、
開
花
し
た
神
通
智
を
積
み
重
ね
た
者
（
尊
）
よ
、

あ
な
た
に
敬
礼
し
ま
す
。 

 

次 

普
供
養
印
明
（前
に
あ
り
）  

印
如
常 

三
返 

お
ん 

あ
ぼ
き
ゃ
・ほ
じ
ゃ 

ま
に
・
は
ん
ど
ま
・ば
じ
れ
い 
た
た
ぎ
ゃ
た
・
び
ろ
き
て
い 

さ
ん
ま
ん
だ 

は
ら



さ
ら 

う
ん 

 
次 
三
力
偈 

 

印
如
常 

三
返 

以
我
功
徳
力
～ 

 

次 

祈
願 

 
金
剛
合
掌 

普
供
養
摩
訶
毘
慮
遮
那
佛
～ 

 

次 

禮
佛 

 

金
剛
合
掌 
各
一
返 

曩
謨
摩
訶
毘
慮
遮
那
佛
～ 

 

な
も 

あ
り
や
・あ
し
ゃ
ら
の
う
た 
び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ 

N
am

o
 q

ry
a
-ac

ala
-n

qth
a v

id
y
q-rqja

 

頂
礼
し
ま
す
。
聖
な
る
不
動
尊
者
な
る
明
王
よ
（
不
動
明
王
）
。 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・そ
ば
に 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ 

N
am

o
 v

ajra-1u
m

b
h
a-n

i91u
m

b
h
a0 v

id
y
q-rqja

 

頂
礼
し
ま
す
。
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
シ
ュ
ン
バ
・
ニ
シ
ュ
ン
バ
（
降
三
世
・
勝
三
世
）
な
る
明
王
よ
（
降
三



世
明
王
）
。 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・ぐ
ん
だ
り 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ 

N
am

o
 v

ajra-k
u
z

f
al] v

id
y
q
-rqja

 

頂
礼
し
ま
す
。
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
軍
荼
利
（
ク
ン
ダ
リ
ー
（
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
蛇
（
コ
ブ
ラ
）
、
シ
ャ

ク
テ
ィ
・精
力
）な
る
明
王
よ
（
軍
荼
利
明
王
）
。 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・え
ん
ま
ん
ど
く
き
ゃ 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ 

N
am

o
 v

ajra-y
am

q
tak

a v
id

y
q-rq

ja
 

頂
礼
し
ま
す
。
金
剛
の
（
よ
う
に
堅
固
な
）
忿
怒
王
（
ヤ
マ
ー
ン
タ
カ
、
焔
鬘
得
迦
）
な
る
明
王
よ
（
大
威
徳

明
王
）
。 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・や
き
し
ゃ 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ 

N
am

o
 v

ajra-y
ak

2a v
id

y
q
-rq

ja 

頂
礼
し
ま
す
。
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）夜
叉
（
薬
叉
）な
る
明
王
よ
（金
剛
夜
叉
明
王
）
。 

 

南
無
金
剛
界
～ 

 



南
無
大
悲
胎
蔵
界
～ 

 
※
五
大
明
王
の
真
言
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
還
梵
さ
れ
た
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
『
次
第
』
に
表
記
さ
れ

て
い
る
悉
曇
を
も
と
に
、
僭
越
な
が
ら
還
梵
を
し
て
和
訳
を
し
た
。
な
お
、
『
次
第
』
の
悉
曇
の
表
記
に
は
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
？
が
見
ら
れ
る
。 

 

次 

入
我
我
入
觀 

 
法
界
定
印 

想
え
我
が
身
本
尊
の
身
と
成
る
。
十
九
種
の
文
字
を
以
て
身
の
諸
分
に
布
す
。 

 

の
う
ま
く 

さ
ら
ば
・た
た
ぎ
ゃ
て
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
・ぼ
け
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
た 

お
ん 

あ
し
ゃ
ら
・ 

せ
ん
た 

け
ん 

き
ん 

き 

か
ん 

き 

た
ら
た 

う
ん 

こ 

か
ん 

の
う 

ま
ん 

た
ん 

ま
ん 

た
ん 

と
ん 

た 

か
く 

か
ん 

か
ん 

そ
わ
か 

N
am

a4
 sarv

a-tath
qg

ate
b
y
a4

 sarv
a-m

u
k
h
eb

h
y
a4

 sarv
ath

q o
/

 ac
ala

-caz
f
a
 

K
h
am

 K
h

im
 K

h
i H

qm
 H

i T
raw H

u
m

 H
o
 H

qm
 M

o
 M

am
 T

am
 M

am
 W

am
 W

o
m

 W
a H

a4
 H

am
 

H
am

 sv
qh

q
 

す
べ
か
ら
く
、
一
切
（
の
方
向
）
に
顔
を
向
け
て
い
る
、
一
切
の
如
来
に
頂
礼
し
ま
す
。
オ
ー
ン
（
帰
依
し
ま

す
）、
不
動
な
る
忿
怒
（尊
）よ
。 



頂
、
頭
、
頭
の
左
、
額
、
両
耳
、
両
眼
、
両
鼻
、
口
、
舌
、
両
肩
、
喉
、
両
乳
、
心
、
臍
、
両
腸
（
腹
）
、
腰
、
両

股
、
両
膝
、
両
足
、
成
就
あ
れ
。 

 
自
身
即
成
本
尊
身
～ 

 

次 

本
尊
加
持 

先 

根
本
印 

 
独
鈷
印 

火
界
咒 

四
処
加
持 

一
返 

の
う
ま
く 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
て
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
・
ぼ
っ
け
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
た 

た
ら
た 

せ
ん
だ
・

ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

け
ん 
ぎ
ゃ
き 

ぎ
ゃ
き 

さ
ら
ば
・び
き
ん
な
ん 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

N
am

a4
 

sa
rv

a
-ta

th
qg

ateb
h

y
a4

 
sa

rv
a
-m

u
k
h
eb

h
y

a4
 

sarv
ath

q 
traw 

caz
f
a
-m

ah
q
-ro

2az
a 

k
h
a/

 

k
h
qh

i k
h

qh
i sarv

a-v
ig

h
n
a/

 h
[
/

 traw h
q/

 m
q/

 

す
べ
か
ら
く
、
一
切
（
の
方
向
）
に
顔
を
向
け
て
い
る
、
一
切
の
如
来
に
頂
礼
し
ま
す
、
ト
ラ
ッ
ト
。
怒
り
の

絶
大
な
忿
怒
（
尊
）
よ
、
カ
ン
。
一
切
の
障
礙
を
食
い
摧
き
た
ま
え
、
食
い
摧
き
た
ま
え
、
フ
ー
ン
、
ト
ラ
ッ

ト
、
ハ
ー
ン
、
マ
ー
ン
。 

 

次 

剣
印 

 

剣
印 

慈
救
咒 

一
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ば
ざ
ら
だ
ん 

せ
ん
だ
・ま
か
・ろ
し
ゃ
だ 

そ
わ
た
や 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 



N
am

a4
 sam

a
n
ta

-v
ajrqz

q/
 c

az
f
a
-m

ah
q-ro

2az
a sp

h
o

way
a
 h

[
/

 traw h
q/

 m
q/

 

遍
く
金
剛
部
諸
尊
に
頂
礼
し
ま
す
。
怒
り
の
絶
大
な
忿
怒
（
尊
）
よ
。
破
摧
し
た
ま
え
、
フ
ー
ン
、
ト
ラ
ッ

ト
、
ハ
ー
ン
、
マ
ー
ン
。 

 

次 

正
念
誦 

 

作
法
如
常 

想
え
塵
垢
の
身
を
遠
離
す 

 

金
剛
合
掌 

 

お
ん 

べ
い
ろ
し
ゃ
の
う
・ま
ら 

そ
わ
か 

O
/

 v
airo

can
a
-m

qla sv
qh

q
 

オ
ー
ン
、
遍
く
照
ら
す
華
鬘
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

我
欲
抜
濟
無
餘
界
～ 

 

お
ん 

ば
ざ
ら
・ぐ
き
ゃ
・
じ
ゃ
は
・さ
ん
ま
え
い 

う
ん 

 

念
珠
旋
転
し
つ
つ 

三
返 

O
/

 v
ajra

-g
u

h
y
a
-jq

p
a-sam

a
y
e h

[
/

 

オ
ー
ン
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）秘
密
の
念
誦
の
境
地
で 

フ
ー
ン
。 

 

慈
救
咒
（
前
に
あ
り
） 

両
手
外
に
向
け
珠
を
左
か
ら
右
へ
突
き
や
り
つ
つ 

慈
救
咒
七
返 



次
い
で
両
手
を
向
い
合
せ 

珠
を
同
様
に
突
き
や
り
つ
つ 

慈
救
咒
百
八
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ば
ざ
ら
だ
ん 

せ
ん
だ
・ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

そ
わ
た
や 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

 

観
念
せ
よ
、
本
尊
の
心
月
輪
の
上
に
～ 

修
習
念
誦
法
～ 

 

珠
を
蓮
華
合
掌
に
入
れ 

作
法
如
常 

 

次 

本
尊
加
持 

先
根
本
印
（前
に
あ
り
）  
独
鈷
印 

三
返 

の
う
ま
く 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
て
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
・
ぼ
っ
け
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
た 

た
ら
た 

せ
ん
だ
・

ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

け
ん 

ぎ
ゃ
き 
ぎ
ゃ
き 

さ
ら
ば
・び
き
ん
な
ん 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

 

次 

剣
印
（
前
に
あ
り
）  

剣
印 

三
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ば
ざ
ら
だ
ん 

せ
ん
だ
・ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

そ
わ
た
や 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

 

次 

字
輪
観 

 

法
界
定
印
（弥
陀
定
印
） 

想
え
、
心
月
輪
上
に
カ
ン
字
有
り
、
是
れ
因
業
不
可
得
の
義
な
り
。
～ 



次 

本
尊
加
持 

先 

大
日
印
言 

 

智
拳
印 

四
処
加
持 

三
返 

お
ん 

ば
ざ
ら
・だ
と 

ば
ん 

O
/

 v
ajra

-d
h
qtu

 v
am

 

オ
ー
ン
、
金
剛
界
よ 

ヴ
ァ
ン
。 

 

次 

本
尊
根
本
印 

 

独
鈷
印 

三
返 

の
う
ま
く 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
て
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
・
ぼ
っ
け
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
た 

た
ら
た 

せ
ん
だ
・

ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

け
ん 
ぎ
ゃ
き 

ぎ
ゃ
き 

さ
ら
ば
・び
き
ん
な
ん 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

 

次 

剣
印 

 

剣
印 

三
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ば
ざ
ら
だ
ん 
せ
ん
だ
・ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

そ
わ
た
や 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

 

次 

佛
眼
印
明 

 

印
如
常 

七
返 

の
う
ぼ
う 

ば
ぎ
ゃ
ば
と 

う
し
ゅ
に
し
ゃ 

お
ん 
ろ 
ろ 

そ
ぼ
ろ 

じ
ん
ば
ら 

ち
し
ゅ
た 

し
っ
た 

ろ
し
ゃ
に 

さ
ら
ば
・ら
た
・
さ
だ
に
え
い 

そ
わ
か 

N
am

o
 
b
h
ag

av
ata 

u
2z

]2a 
o

/
 
ru

 
ru

 
sp

h
u
ru

 
jv

ala
 
ti2wh

a 
sid

d
h

a
-lo

ca
n
e 

sarv
a-a

rth
a-sq

d
h
an

e 



sv
qh

q
 

世
尊
、
仏
頂
に
帰
依
し
ま
す
。
オ
ー
ン
、
ル
、
ル
、
遍
満
し
た
ま
え
、
輝
き
た
ま
え
、
起
ち
た
ま
え
。
神
通

力
あ
る
眼
を
も
つ
も
の
よ
、
一
切
の
利
益
を
成
就
す
る
も
の
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

次 

散
念
誦 

 
作
法
如
常 

佛
眼
真
言
（前
に
あ
り
）  

印
如
常 

二
十
一
返 

の
う
ぼ
う 

ば
ぎ
ゃ
ば
と 

う
し
ゅ
に
し
ゃ 

お
ん 

ろ 

ろ 

そ
ぼ
ろ 

じ
ん
ば
ら 

ち
し
ゅ
た 

し
っ
た 

ろ
し
ゃ
に 

さ
ら
ば
・ら
た
・
さ
だ
に
え
い 

そ
わ
か 

 

大
日
真
言
（前
に
あ
り
）  
智
拳
印 

百
返 

お
ん 

ば
ざ
ら
・だ
と 

ば
ん 

 

本
尊
火
界
咒
（
前
に
あ
り
）  

百
返 

の
う
ま
く 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
て
い
び
ゃ
く 
さ
ら
ば
・
ぼ
っ
け
い
び
ゃ
く 

さ
ら
ば
た 

た
ら
た 

せ
ん
だ
・

ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

け
ん 

ぎ
ゃ
き 

ぎ
ゃ
き 

さ
ら
ば
・び
き
ん
な
ん 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 

ま
ん 

 

慈
救
咒
（前
に
あ
り
）  

千
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ば
ざ
ら
だ
ん 

せ
ん
だ
・ま
か
ろ
し
ゃ
だ 

そ
わ
た
や 

う
ん 

た
ら
た 

か
ん 



ま
ん 

 

一
字
咒 

 

剣
印 

百
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ば
ざ
ら
だ
ん 

か
ん 

N
am

a4
 sam

a
n
ta

--v
ajrqz

q/
 h

q/
 

遍
く
金
剛
部
の
諸
尊
に
頂
礼
し
ま
す
。
ハ
ー
ン
。 

 

降
三
世
咒 

 

降
三
世
印 

百
返 

お
ん 

そ
ば
・に
そ
ば 
う
ん 

ば
ざ
ら 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 1u
m

b
h
a n

ii1u
m

b
h
a h

[
/

 v
ajra h

[
/

 p
h

aw 

オ
ー
ン
、
シ
ュ
ン
バ
（
尊
）よ
、
ニ
シ
ュ
ン
バ
（尊
）よ
、
フ
ー
ン
。
金
剛
（堅
固
な
る
も
の
）よ
、
フ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
。 

 

軍
荼
利
咒 
 

印
如
常 

百
返 

お
ん 

あ
み
り
て
い 

う
ん 

は
っ
た 

O
/

 am
3te h

[
/

 p
h

aw 

オ
ー
ン
、
不
死
（
甘
露
）な
る
も
の
（尊
）よ
、
フ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
。 

大
威
徳
咒 

 

印
如
常 

百
返 

お
ん 

し
ゅ
ち
り 

き
ゃ
ら
・ろ
は 

う
ん 

け
ん 

そ
わ
か 



O
/

 2wr]4
 k

qla-r[
p
a h

[
/

 k
h

a/
 sv

qh
q
 

オ
ー
ン
、
ス
ト
リ
ー
ヒ
（
種
字
）。
青
黒
の
容
色
の
も
の
（
＝
ヤ
マ
ー
ン
タ
カ
、
焔
鬘
得
迦
）
よ
、
フ
ー
ン
、
カ
ン
、

成
就
あ
れ
。 

 
金
剛
夜
叉
咒 

 

印
如
常 

百
返 

お
ん 

ば
ざ
ら
・や
き
し
ゃ 

う
ん 

O
/

 v
ajra

-y
ak

2a h
[
/

 

オ
ー
ン
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）夜
叉
よ
、
フ
ー
ン
。 

 

大
金
剛
輪
（前
に
あ
り
）  
印
如
常 

七
返 

の
う
ま
く 

し
っ
ち
り
や
・ち
び
き
ゃ
な
ん 

た
た
ぎ
ゃ
た
な
ん 

あ
ん 

び
ら
じ 

び
ら
ぢ 

ま
か
・ 

し
ゃ
き
ゃ
ら 

ば
じ
り 

さ
た 

さ
た 
さ
ら
て
い 

さ
ら
て
い 

た
ら
い 

た
ら
い 

び
だ
・ま
に 

さ
ん
ば
ん
じ
ゃ
に 

た
ら
ま
ち
・
し
っ
た
・ぎ
り
や 

た
ら
ん 

そ
わ
か 

 

一
字
金
輪 

 

印
如
常 

百
返 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

ぼ
ろ
ん 

N
am

o
 sam

a
n
ta

-b
u

d
d
h

qn
q/

 b
h
r[

/
 

遍
く
諸
仏
に
頂
礼
し
ま
す
。
ブ
ル
ー
ン
。 



祈
願 

置
珠 

 
次
後
供
養
印
明 

（
後
供
養
、
理
供
）  

火
舎
の
左
の
供
具 

印
如
常 

各
一
返 

先 
塗
香 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

び
し
ゅ
だ
・げ
ん
ど
・ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

 

次 

華
鬘 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

ま
か
・
ま
い
た
り
や
・
び
ゅ
ど
ぎ
ゃ
て
い 

そ
わ
か 

 

次 

燒
香 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

た
ら
ま
・だ
と
・ば
ど
ぎ
ゃ
て
い 

そ
わ
か 

 

次 

飲
食 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

あ
ら
ら
・
き
ゃ
ら
ら
・ば
り
ん 

だ
だ
び 

ば
り
ん 

だ
て
い 

ま
か
・ 

ば
り
く 

そ
わ
か 

 

次 

燈
明 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・
ぼ
だ
な
ん 

た
た
ぎ
ゃ
た
・
あ
ら
し
・
そ
は
ら
だ
・
ば
ん
ば
さ
の
う 

ぎ
ゃ
ぎ
ゃ
の
う
・



だ
り
や 

そ
わ
か 

 
次 
事
供
（後
供
養
）  

火
舎
の
左
の
供
具 

作
法
前
供
養
に
同
じ
く
如
常 

先 
塗
香 

次 

華
鬘 

次 

焼
香 

次 

飲
食 

次 

灯
明 

 

次 

閼
伽
（
前
に
あ
り
）  

 

作
法
前
供
養
に
同
じ
く
如
常 

の
う
ま
く 

さ
ま
ん
だ
・ぼ
だ
な
ん 

ぎ
ゃ
ぎ
ゃ
の
う
・さ
ん
ま
さ
ん
ま 

そ
わ
か 

 

以
本
清
浄
水
～ 

 

次 

後
鈴
（
前
に
あ
り
）  

作
法
如
常 

お
ん 

ば
ざ
ら
・さ
と
ば 

あ
く 

お
ん 

ば
ざ
ら
・げ
ん
だ 

と
し
ゃ 

こ
く 

 



次 

四
智
讃
（
前
に
あ
り
）  

垂
帯 

舞
儀 

拍
掌 

作
法
如
常 

お
ん 

ば
ざ
ら
・さ
と
ば
・
そ
う
ぎ
ゃ
ら
か 

 

ば
ざ
ら
・あ
ら
た
ん
の
う 

ま
ど
た
ら
ん 

ば
ざ
ら
・た
ら
ま
・き
ゃ
や
た
い 

 

ば
ざ
ら
・
き
ゃ
ら
ま
・き
ゃ
ろ 

は
ん
ば 

 

次 

本
尊
讃
（
前
に
あ
り
）  

金
剛
合
掌 

の
う
ま
く 
さ
ら
ば
・ぼ
だ
・ぼ
う
じ
・さ
と
ば
な
ん 

さ
ら
ば
た
ら 

そ
う
ぐ
そ
う
び
だ
・び
じ
ゃ
・ら
し 

べ
い 

の
う
ぼ
う 
そ
と 

て
い 

そ
わ
か 

 

次 

普
供
養
（
前
に
あ
り
）  
印
如
常 

お
ん 

あ
ぼ
き
ゃ
・ほ
じ
ゃ 
ま
に
・は
ん
ど
ま
・ば
じ
れ
い 

た
た
ぎ
ゃ
た
・び
ろ
き
て
い 

さ
ん
ま
ん
だ 

は
ら
さ
ら 

う
ん 

 

次 

三
力
偈 

 

印
如
常 

以
我
功
徳
力
～ 

 

次 

小
祈
願 

 

金
剛
合
掌 

普
供
養
摩
訶
毘
慮
遮
那
佛
～ 

 



次 

禮
佛
（
前
に
あ
り
）  

金
剛
合
掌 

南
無
摩
訶
毘
慮
遮
那
佛
～ 

 
な
も 

あ
り
や
・あ
し
ゃ
ら
の
う
た 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ
（
不
動
明
王
） 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・そ
ば
に 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ
（降
三
世
明
王
） 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・ぐ
ん
だ
り 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ
（
軍
荼
利
明
王
） 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・え
ん
ま
ん
ど
く
き
ゃ 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ
（
大
威
徳
明
王
） 

 

な
も 

ば
ざ
ら
・や
き
し
ゃ 

び
じ
ゃ
・ら
ん
じ
ゃ
（
金
剛
夜
叉
明
王
） 

 

南
無
金
剛
界
～ 

 

次 

廻
向 

 

金
一
丁 

所
修
功
徳
～ 

 



次 

廻
向
方
便 

 

金
剛
合
掌 

懺
悔
隨
喜
～ 

 

次 

解
界
（
前
に
同
じ
）  

印
明
如
常 

先 

大
三
昧
耶 

お
ん 

し
ょ
う
ぎ
ゃ
れ
い 

ま
か
・さ
ん
ま
え
ん 

そ
わ
か 

 

次 

火
院
（
金
剛
炎
） 

お
ん 

あ
さ
ん
ま
・ぎ
に 
う
ん 

は
っ
た 

 

次 

虚
空
網
（
金
剛
網
） 

お
ん 

び
そ
ほ
ら
た 

ら
き
し
ゃ 
ば
ざ
ら
・は
ん
じ
ゃ
ら 

う
ん 

は
っ
た 

 

次 

結
界 

お
ん 

そ
ば 

に
そ
ば 

う
ん 

ぎ
ゃ
り
か
ん
だ 
ぎ
ゃ
り
か
ん
だ 

う
ん 

ぎ
ゃ
り
か
ん
だ
は
や 

う
ん 

あ
の
う
や 

こ
く 

ば
ぎ
ゃ
ば
ん 

ば
ざ
ら 

う
ん 
は
っ
た 

 

次 

四
方
結 



お
ん 

さ
ら 

さ
ら 

ば
ざ
ら
・
は
ら
き
ゃ
ら 

う
ん 

は
っ
た 

 
次 
地
結 

お
ん 

き
り 

き
り 

ば
ざ
ら
・
ば
じ
り 

ほ
ら 

ま
ん
だ 

ま
ん
だ 

う
ん 

は
っ
た 

 

次 

撥
遣 

 

華
鬘
の
残
り
華
一
房
を
二
中
に
挟
む 

一
返 

終
っ
て
華
を
華
鬘
器
の
向
う
の
華
の
上
部
に
置
く 

想
え
本
尊
聖
衆
を
送
り
奉
る
と 

 

お
ん 

ば
ざ
ら
・ぼ
き
し
ゃ 
ぼ
く 

O
/

 v
ajra-m

o
k
2a m

u
4

 

オ
ー
ン
、
金
剛
の
（よ
う
に
堅
固
な
）解
脱
よ
、
ム
フ 

 

次 

三
部
被
甲
等
（
前
に
あ
り
）  

各
明
一
返 

先 

佛
部
三
昧
耶 

お
ん 

た
た
ぎ
ゃ
と
・
ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

 

次 

蓮
華
部
三
昧
耶 

お
ん 

は
ん
ど
ぼ
・ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 



次 

金
剛
部
三
昧
耶 

お
ん 

ば
ぞ
ろ
・ど
は
ん
ば
や 

そ
わ
か 

 
次 
被
甲
護
身 

お
ん 
ば
ざ
ら
・ぎ
に
・は
ら
ち
は
た
や 

そ
わ
か 

 

次 

普
禮
（
前
に
あ
り
）  

金
剛
合
掌 

金
一
丁 

お
ん 

さ
ら
ば
・
た
た
ぎ
ゃ
た
・
は
ん
な
ま
ん
な
の
う 

き
ゃ
ろ
み 

 

初
心
は
珠
を
取
り 

少
々
摺
っ
て
左
に
持
ち
金
一
丁 

次
第
を
収
め 

前
供
を
引
い
て
直
し 

華
鬘
器
を
塗
香
器

に
重
ね 

そ
の
上
に
閼
伽
器
を
重
ね 
散
じ
た
華
を
閼
伽
器
に
入
れ 

閼
伽
の
盤
の
水
も
閼
伽
器
に
入
れ
る 

後
供
も
ま
た
同
じ
く
し
て
下
礼
盤 

晴
の
時
は
助
衆
至
心
廻
向
の
内
に
解
界
・
撥
遣
等
を
結
誦
し 

左
手
に
珠
を
持
ち 

帰
命
頂
礼
等
の
終
わ
る
を

待
っ
て
金
一
丁 

 

次 

出
堂 

  



ヒ
ン
ド
ゥ
ー
伝
統
の
古
典
ヨ
ー
ガ
（
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
）
に
は
じ
ま
り
密
教
観
法
の
「
不
動
法
」
ま
で
、
多
少

の
実
体
験
を
も
と
に
探
究
し
て
き
て
思
う
こ
と
は
、
同
じ
イ
ン
ド
由
来
の
瞑
想
行
で
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ヨ
ー
ガ
は
、

グ
ル
（
尊
師
）
に
従
い
、
禁
欲
生
活
に
入
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
坐
法
を
組
み
、
止
息
・
保
息
を
含
む
呼
吸
法
を
行
い
、

意
識
の
表
層
に
出
入
す
る
心
理
的
現
象
を
抑
止
し
て
心
を
静
穏
に
し
、
感
覚
作
用
を
鎮
め
、
意
識
の
一
点
集
中

か
ら
超
意
識
の
無
意
識
状
態
に
お
い
て
シ
ヴ
ァ
神
な
ど
の
「
真
実
在
」
と
冥
合
す
る
行
法
で
あ
り
、
非
バ
ラ
モ
ン
系

の
仏
教
ヨ
ー
ガ
（
瑜
伽
行
）
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ヨ
ー
ガ
と
同
様
の
一
点
集
中
（
「
止
」
）
に
真
理
的
な
智
慧
に
よ
る

認
識
対
象
の
正
し
い
観
察
（
「
観
」
）
を
加
え
、
大
乗
の
唯
識
（
瑜
伽
行
）
派
で
は
「
止
」
と
「
観
」
の
共
時
的
な
行
法

（
双
運
）
を
行
い
、
中
国
で
発
展
し
た
禅
も
中
国
で
成
立
し
た
天
台
も
「
止
観
」
行
を
継
承
し
て
超
意
識
状
態
の

直
接
経
験
を
究
極
と
し
た
が
、
仏
教
史
最
終
盤
の
密
教
に
な
る
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
プ
ー
ジ
ャ
ー
（
供
養
儀
礼
）

な
ど
の
影
響
や
、
ム
ド
ラ
ー
（
印
、
印
契
、
印
相
、
手
印
）
や
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
）
や
マ
ン
ダ
ラ
（
曼
荼
羅
）
な
ど
タ
ン

ト
ラ
的
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
儀
礼
化
さ
れ
象
徴
化
さ
れ
儀
軌
化
さ
れ
た
「
サ
ー
ダ
ナ
」（成
就
法
）
と
な
り
、

「
止
観
」
行
の
直
接
経
験
で
は
な
く
、
師
（
阿
闍
梨
）
の
口
伝
を
前
提
と
す
る
も
の
の
、
形
式
化
・
作
法
化
さ
れ
た

儀
軌
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
間
接
経
験
（
疑
似
体
験
）
と
な
っ
た
。
対
照
的
な
の
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ヨ
ー
ガ
や
仏
教

ヨ
ー
ガ
（
瑜
伽
行
）
が
瞑
想
行
法
の
実
際
（
儀
軌
）
を
残
さ
ず
、
経
（
ス
ー
ト
ラ
）
・
頌
（
ガ
ー
タ
ー
）
・
論
（
シ
ャ
ー
ス

ト
ラ
）
の
か
た
ち
で
瞑
想
状
態
の
講
説
書
や
綱
要
書
し
か
残
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
密
教
ヨ
ー
ガ
（
瑜
伽
）
は

瞑
想
状
態
の
講
説
書
や
綱
要
書
を
残
さ
ず
行
法
の
実
際
（儀
軌
）を
残
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

密
教
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
大
師
の
「
阿
字
本
不
生
」
な
ど
密
教
的
な
言
語
哲
学
に
も
色
濃
く
現
わ
れ
、
ま
た

「
三
密
加
持
」
の
実
際
は
観
念
操
作
で
あ
っ
て
直
接
経
験
で
は
な
く
、
「
生
仏
不
二
」
は
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（マ
ク
ロ
コ
ス
モ



ス
と
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
照
応
）
で
あ
る
。
私
た
ち
が
事
相
で
修
法
（
念
誦
法
・
供
養
法
・
護
摩
法
な
ど
）
と
言
っ
て
い

る
も
の
も
、
日
常
意
識
が
少
し
緊
張
し
た
程
度
の
状
態
で
の
儀
軌
作
法
（
観
念
操
作
）に
よ
る
疑
似
体
験
で
あ
り
、

超
意
識
の
「ゾ
ー
ン
」（＝
空
の
）
状
態
で
の
直
接
瞑
想
経
験
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
「
成
就sid

d
h
i

」で
は
な
い
。 

こ
の
「
不
動
法
」
は
、
不
動
明
王
の
「
火
生
三
昧
」
の
疑
似
体
験
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
の
儀
軌
で
あ
る
。
密
教
行
者
に

と
っ
て
「
火
生
三
昧
」
と
は
何
か
、
忿
怒
形
と
は
何
か
、
三
鈷
剣
・
羂
索
と
は
何
か
。
疑
似
体
験
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
も

く
り
返
し
行
じ
れ
ば
、
そ
の
先
に
ホ
ン
モ
ノ
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
「
散
念
誦
」
の
千
八
十
返
に
は
そ
れ
相

当
の
意
味
が
あ
る
。 


